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論文及び審査結果の要旨 

本論文は，コンクリート構造物の耐久性向上のために，補修材としてのひずみ硬化型セメ

ント系材料(SHCC)の傾斜機能化の手法とその効果について主として数値シミュレーションに

より検討した結果をまとめたものである.SHCC を複数の層状の構造として用い，各層の材料

特性の最適な分布を新たに考案し，材料の力学特性と物質拡散特性への有効性を明らかにし

ている． 

コンクリート構造物の耐久性向上の重要性，SHCCの力学特性と物質拡散特性，および材料

の傾斜機能化に関する既往の研究，またそれらに基づく本論文で提案する傾斜機能化材料モ

デルの独自性と特徴については第 1章でまとめられている． 

本論文で検討対象とするコンクリート構造物の環境要因と劣化現象としては，塩化物のコ

ンクリート内での移動と塩害，二酸化炭素の移動と中性化，および寒冷な気候条件における

コンクリート表面のスケーリングが挙げられ，それらの現象の詳細と数値シミュレーション

のためのモデル化について，第 2章で詳細に述べられている． 

補修材としての SHCC の多層化による傾斜機能化がひび割れ分布特性と塩化物イオンの拡

散による鋼材腐食発生時期に及ぼす効果について，種々の勾配の階段状分布の傾斜機能化を

対象に第 3 章で述べられている.SHCC の構成材料分布による変形特性を表現するためのモデ

ル化は，SHCCに用いられる繊維の方向による異方性と，複数ひび割れを伴う変形特性を効果

的に表すために新規に考案されている．また，層状の補修材部のひび割れ幅分布に及ぼす傾

斜機能構造の影響を調べ，ひび割れ幅分布と傾斜機能構造の関係を明らかにしている．ひび

割れの有無とその影響を塩化物イオンの拡散現象で考慮するための方法と傾斜機能化の効果

についても述べられている． 

塩化物イオンの拡散に関して，層状補修部の拡散係数分布に種々の分布関数を用いた傾   

斜機能化が鋼材腐食発生時期に及ぼす影響については，第 4 章で述べられている．鋼材腐食

発生までの期間が最大となる分布関数形を示している．また，示された結果に対するひび割

れの有無の影響についても明らかにしている．塩化物イオンの拡散に関する最適な傾斜機能

化については，第 5章で述べられている． 

中性化に及ぼす傾斜機能化の効果については，等価な拡散係数を用いる手法により，ひ 

び割れの有無の影響も含めて，第 6章で述べられている． 

最後に，第 7章で一連の結果を取りまとめ，SHCCを補修材として用いるときの傾斜機能化

がコンクリート構造物の耐久性向上に有効である，という結論を示している．その他の関連

事項については，付録としてまとめられている． 

以上のように，本論文は傾斜機能化された SHCC を補修材として用いるときの耐久性向上

に関して，既往の実験結果に基づく数値シミュレーションにより，その効果と有効性を示し

たものであり，コンクリート構造物の耐久性向上に寄与があると考えられる． 

さらに， 提出された論文に対して，iThenticateにより剽窃，盗用の不正行為を確認した

が，専門用語，一般的な事項の定義表現，参考文献の表題，本論文の一部が掲載された論文



提出者による学術論文の引用筒所を除き，剽窃や盗用に該当するものは無いことを確認し

た． 

 

 

      平成 29年 7月 31日（月）午後 7時 00分より土木工学棟 101 室において，審査委員全員の 

     出席のもとに約 1 時間にわたり Pavel TRAVNICEK 氏の学位論文の公聴会を開催し，学位論文 

内容の発表と質疑応答を行った．その後引き続き午後 8 時 00 分より，同室において学位論文

の審査を行った．その結果，本論文は学位論文に相応しい内容を有しており，質疑への対応

も的確であると判断された．また各審査員により，関連する土木工学の科目に関する口頭試

問を行い，博士（学術）にふさわしい学力を有することを確認した． 

 

外国語については，学位論文が英語で書かれており，英語による査読付き論文の執筆（掲 

載済みおよび掲載決定のもの 3編）や国内学会での口頭発表実績(2編）から，十 分な英語力

を有していると判定した． 

 

また，修了に必要な単位も取得済みである． 

 

 

以上より，本論文は博士（学術）の学位論文として価値があるものと認めら，当該学生は 

土木工学の分野において博士（学術）の学位を得るにふさわしい学識を有するものと認めら

れるため，審査委員会として最終試験に合格であると判定した． 

 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


